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（小特集①）
水田地域が有する雨水貯留機能による豪雨対策

西小野康平・谷口　智之・凌　　祥之

　農村地域における洪水対策として，水田の雨水貯留機能を活
用する取組みが注目されている。本報では実際に豪雨が発生し
た福岡県宝満川流域を対象に，田んぼダムの導入が河川流量に
及ぼす影響を検討した。その結果，田んぼダム導入による雨水
貯留機能は降雨当初で効果が確認できた一方で，特に後方集中
型の豪雨では降雨ピーク時に水田空き容量を確保できないた
め，その効果が減衰することが示唆された。また，水田畦畔を
超えて水田域一帯が冠水した地域における，連続撮影画像と水
位連続記録を分析した。その結果，平成 30 年 7 月豪雨時には
約 25 ha の水田地域に約 50 万 m3 を超える雨水が貯留されて
いたことが明らかになった。

（水土の知 88-8，pp.3～6，2020）
雨水貯留，田んぼダム，豪雨，多面的機能，豪雨対策

（小特集②）
断水時における農業・農村関連施設の活用事例と対策

和泉　晴日・谷口　智之

　自然災害に伴う断水と生活用水の不足が頻発する現在，地域
資源を活用した農村地域独自の用水供給の代替手段を準備・検
討することが重要である。本報では，過去の断水で実際に農業・
農村関連施設が活用された愛媛県宇和島市，ならびに，将来の
断水に備えた対策事業を推進している愛知県と香川県を対象に
聞取り調査を実施した。その結果，災害時に速やかに用水を供
給するためには，災害前の活用可能な水源の把握，水源施設の
防災対策，関係機関との協力体制の構築が重要であることを示
した。さらに，農業・農村関連施設を農業以外にも積極的に活
用することが，結果として農業施設の維持・管理負担の軽減に
つながることを論じた。
 （水土の知 88-8，pp.7～10，2020）

断水，農業水利施設，生活用水，地域資源，農業用水の
他目的利用

（小特集③）
豪雪中山間地の集落活動に重要な役割を果たす集落営農

寺尾　桃香・坂田　寧代

　「農業農村整備の新たなフロンティア」で「多様な主体が住
み続けられる農村」を構築するための事例として集落営農が挙
げられている。集落営農は農業生産の担い手として支援が整え
られているが，地域生活の担い手としての支援は設けられてい
ない。集落営農が地域生活面で役割を果たしているのかを明ら
かにするため，2019 年度に新潟県長岡市山古志地区の集落営
農の組合員などに聞取りを行った結果，組合員による集落行事
や住環境の維持での働きがみられ，地域生活面での役割が存在
した。本事例では，集落営農の設立には乾燥施設の造成，運営
継続には米コンテストへの出品のような組合員の意欲を向上さ
せる環境の形成が有効であったと考えられ，地域生活面での役
割を加味した支援も必要ではないかという提案を行った。

（水土の知 88-8，pp.11～14，2020）
集落営農，地域生活，集落行事，雪下ろし，米コンテスト，
新潟県中越地震，中山間地域

（小特集④）
地域住民と農業者の連携を目指した地域活動の事例

矢挽　尚貴・上野　勇人・髙橋　賢一・佐藤　昌貴

　担い手への農地集積の進展により，耕作者の減少，土地持ち
非農家の増加が進んでいる。用排水施設や農道などの維持管理
体制の弱体化が懸念されていることから，非農家も含めた地域
住民と連携した地域農業の維持体制を構築すべく，土地改良区
が中心となり，地域の農業関係団体から構成される地域活動組
織が新たに設立された。この組織の活動として，地域住民の意
向調査を行った。初年度は 5 集落の 446 人に対してアンケー
ト調査を行った（回収率約 7 割）。調査結果から，農作業や施
設の維持管理作業への参加意向などを把握した。今後は地域全
体に対象を拡大していき，地域農業ビジョンの検討に役立てて
いく予定である。 （水土の知 88-8，pp.15～18，2020）

地域住民，非農家，農村協働力，アンケート，地域活動，
農業ビジョン

（小特集⑤）
農村社会での多様なニーズとそれをくみ取る仕組みづくり

原田　茂樹・木村　薫子

　多様な主体が住み続けられる農村社会構築において，主体が
もつ多様なニーズの把握が必須である。宮城県丸森町が実施し
た中高生，一般町民，職員に対する 41 の指標に対する重要度
と満足度の調査から，主体のニーズの多様さが明らかとなった。
そのような多様なニーズをくみ取るため，キャッチフレーズを
用いた「住みたい町指標セット」を試作し Web アンケートを
行った。主体が違うと因子構造にも違いが見られた。この指標
セットは大学生によるブレーンストーミングを通じて試作した
ものだが，既往文献にある解析や丸森町で進行している冬期湛
水水田の取組み事例と照らし合わせることにより，指標セット
が多様なニーズをくみ取り農村振興を推進する可能性が示唆さ
れた。 （水土の知 88-8，pp.19～22，2020）

主体の多様性，ニーズ，キャッチフレーズ，指標，因子
分析，冬期湛水水田，自然環境

（報文）
西諸県地域における畑地かんがい事業の課題と将来展望

松田　文秀・小野　浩二・古田　健康 
久保　武樹・下野　佳祐

　宮崎県西諸県地域において , 平成 8 年度から進めてきた国
営かんがい排水事業「西諸地区」は，畑地灌漑の水利システム
が完成し，令和 2 年度をもって完了した。今後は，この水利シ
ステムを活用した，新たな農業の展開が期待される一方，農業
出荷額が 74％を占める畜産業との連携や，農業労働力の確保
が課題である。本報では，畑地灌漑用水の畜産用水への暫定利
用や災害などの非常時での利用について言及するとともに，本
地区の将来展望として，ICT，AI，IoT などの先端技術を活
用したスマート農業への挑戦，地元の農産物や肉牛を使った 6
次産業化の推進，また，都市との共生・対流に向けた，地元食
材を使った食育・加工体験や各種農作業体験を行う農家民泊等
に関する情報発信の必要性などを述べる。

（水土の知 88-8，pp.25～30，2020）
南部九州，西諸，浜ノ瀬ダム，小水力発電，畑地灌漑，
畜産用水，スマート農業
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（リポート）
「技術者倫理」講義の一事例

大串　和紀

　農業農村工学分野の JABEE 認定プログラムで「技術者倫理」
が必須科目となっているが，そもそも大学の関係学科教員には
これを専門とする者が存在せず，また外部からの非常勤講師も
技術者倫理に詳しい者は少ないのではないかと推察される。さ
らに当分野で用いることができる標準的なテキストも存在しな
いので，講義を担当する教員は，何を，どのように講義すれば
よいのか不安で戸惑うことが多いのではないだろうか。そこで，

「技術者倫理」の講義の一層の充実が図られることを願い，ま
た「技術者倫理」の講義を担当される方の参考となるよう，
JABEE の農業土木プログラムにおいて実施した「技術者倫理」
の講義の内容を一事例として紹介する。

（水土の知 88-8，pp.31～34，2020）
大学講義，JABEE，技術者倫理，環境倫理，地球環境
問題，CPD

（技術リポート：北海道支部）
ドローンを活用した道路舗装の健全性診断

土田　将人・山本　裕介・中辻　　至

　国営かんがい排水事業「恵庭北島地区」の排水路改修工事に
おいて，工事用道路として一時占用した市道で道路舗装の一部
破損が見られた。当該区間の道路復旧工の実施設計に当たり，
現況舗装の健全性診断を行う際，ドローンによる撮影写真の活
用を試行した。結果として，診断の精度，ならびに作業の省力
化・低コスト化および安全性等を総合的に勘案すると，ドロー
ンによる撮影写真を健全性診断の判定に活用することは有効で
あった。

（水土の知 88-8，pp.36～37，2020）
ドローン，舗装，維持管理，ひび割れ，健全性診断

（技術リポート：東北支部）
太陽光発電施設における柱状改良杭基礎工の採用

菅野　将央

　農村地域復興再生基盤総合整備事業（地域資源利活用施設整
備事業）仙台東地区において，軟弱地盤上の基礎形式を決定す
るに当たり，ソイルセメント杭に鋼管を挿入して支持力を得る
柱状改良杭基礎工法を採用した。従来のコンクリートアレイ基
礎工法は，設計ガイドラインの改訂により大型化するため，基
礎の部分沈下が懸念され，浅層地盤改良をするなど工事費が嵩
む状況にあった。柱状改良杭基礎工は，耐震性のほか，施工性
やコスト面でも優れた工法である。またコンクリートの大幅な
使用量削減が可能となるため将来の廃棄物削減が図られ，ゼロ
エミッションの観点からも高い効果が期待できる工法である。
本報では，柱状改良杭基礎工法の設計・施工事例を報告する。

（水土の知 88-8，pp.38～39，2020）
震災復興，再生可能エネルギー，太陽光発電，基礎工，
柱状改良杭

（技術リポート：関東支部）
「縄文の里地区」における景観に配慮した農業用水路の設計

土屋　耕太

　長野県茅野市は日本最古の国宝土偶が発掘され , 世界に誇
る縄文文化を有する地域である。また , 市の農業用水路である
滝乃湯堰・大河原堰は長野県で初めて世界かんがい施設遺産に
認定された。こうした背景のもと , 農業・農村の景観や環境の
保全に取り組んでいる縄文の里地区において改修予定の農業用
水路の設計に当たり , 限られた工事予算の中で農業用水路と
しての機能を確保しながら，景観や環境に配慮した設計事例を
紹介する。

（水土の知 88-8，pp.40～41，2020）
菊沢区内汐，縄文の里地区，景観配慮区間，中山間総合
整備事業，天然石複合パネル，玉石擬石風ブロック

（技術リポート：京都支部）
水茎地区における基礎地盤改良工法

西尾　　猛

　水茎地区は滋賀県の中部，琵琶湖東岸のほぼ中央部にある，
水茎内湖を干拓した干拓地であり，耐震構造を満たしていない
排水機場の代替として，新排水機場施設を新設する工事を実施
している。本報では，新排水機場基礎部の場所打ちコンクリー
ト杭施工に先駆けて実施した基礎地盤改良（中層混合処理）工
法の一つ，「パワーブレンダー工法」の現地での実施状況と施
工上の課題について報告する。

（水土の知 88-8，pp.42～43，2020）
干拓地，排水機場，軟弱地盤，地盤改良，中層混合処理
工

（技術リポート：中国四国支部）
重ね池の統廃合整備にかかる費用の比較検討事例

喜多　一夫・西尾　　修・津田　健吾

　香川県北部の坂出市に位置する松ヶ浦池地区は，山裾に重な
る 3 つのため池を有する。これらは，古いもので築造から約
300 年以上が経過しており，堤体は波浪などにより侵食され，
取水施設も老朽化が進んでいることから，早期の改修が望まれ
ていた。一方，受益地では水稲をはじめ多くの野菜を生産して
おり，年間を通じて農業用水を供給しなければならない。そこ
で土地改良区等から水利用形態や量などの聞取りを行いなが
ら，安定的に灌漑用水を供給し，かつ経済的に工事を進める計
画として 3 つのケースを考案した。本報では，改修計画を検討
した経緯，特色および留意した点について報告する。

（水土の知 88-8，pp.44～45，2020）
山池，重ねため池，統廃合，整備費用，水利慣行，建設
発生土リサイクル
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（技術リポート：九州沖縄支部）
農業集落排水処理施設のJARUS型改築事例

鶴田　政伸

　福岡県京都郡みやこ町の農業集落排水処理施設「本庄地区」
の改築事例を紹介する。本施設は平成 2 年に供用を開始し，農
業用水路や河川および海域の水質保全に寄与してきたが，平成
21 年に調査を行ったところ，水槽や機器の劣化が顕著に確認
された。近隣に公共下水施設がないため永続的に施設を長寿命
化していく必要があるが，供用開始後に水質総量規制が改訂さ
れ，放流水質の基準が厳しくなったことから，処理方式を改変
した機能強化対策（改築）とした。

（水土の知 88-8，pp.46～47，2020）
水質総量規制，放流水質，レイアウト，処理方式，仮設
計画
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